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ように、1974 年から上智で教えていますので、今年で 45 年ということになります。長いです、かなり長
く勤めております。 
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これに関しては 2001 年が 30％弱が働きたくないと言っていたのが。段々だんだん海外で働きたくないと
答えている 20 代の若い人たちが増えて、2013 年に 58.3％になった時に、これは大変だ、半分を超えてし


































































 ただ、これは中高生だけではないんですね。産業能率大学が 2001 年から新入社員のグローバル意識調査
というのをやっています。ここにあるのが一番新しいもので 2015 年のデータなんですが、新入社員ですか
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とですが、2013 年 12 月に文部科学省から提案された「英語教育改革実施計画」というものがあります。
これをベースに私たちがやっていた英語教育の在り方に関する検討会というのが、この具体的内容を検討
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生徒が喋っているんです。先生が喋るのは 10 分ぐらいで良いです。 
























 2020 年ではないんです。そんな悠長なことは言っていませんよ。この 50％という数字が出てきたのは、
平成 25 年に出された第 2 時教育振興基本計画で示された目標です。その最終年度までに、この 50％に到
達してくださいとなった。その最後の年はいつだと思います？ 平成 29 年度です。今年です。今年度の終
わりまでに、今現在、英検３級を取っているのは 36.1％ですよ。さあ、あと半年ありません。じゃあどう
やって 14％伸ばすんでしょうか。 
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全学年で 60 何％でしょう。凄いですよ、これだけやっているのなら。 
 にも関わらず、生徒の力が落ちているんですよね。何でだろう。考えなければいけないですね。実際に
生徒の英語力というのを見てみると、国は 50％以上が英検３級と言っていますけれども、目標を達成して
















 ここにある活動は全て知識・技能ですよね。だからどんなに英語を使ったとしても“Repeat after me”
としか言わないとか、“Translate this sentence into Japanese”としか言わないとか、“Make pairs and 












 私があるとき埼玉県の ALT の研修に行きました。ALT の研修に行って話をして、その後たまたま ALT、若
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CEFR といってヨーロッパの共通参照枠で言語レベルごとに記述したものですが、だいたい A1 というのは
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のが考えられている。文科省の調べによると、現在 10 分から 15 分未満のモジュールを週３回やっている
というのが一番割合としては多いみたいだということですね。 





























よく中学校でやるのは「I am・You are・He is・She is・They are」と言って表で教えますよね。あんな
ことをしてはダメなんです。 
 何をするかというと、まず二人で“What fruits do you like?”と言って“I like〇〇”、“What fruits 
do you like?”と、まず Iと You でやっていきますね。これを何度かやったら“Change partner”、パート
ナーを替えて“What do you like?”、“I like〇〇”、今度はパートナーを変えて、次に人に前の人の好き
なくだものを聞く。「じゃあ、彼はどうだった？彼は何が欲しいと言ってた？」と言った時に、“He likes 
apples”、「彼女は何が好きだと言った？」、“She likes apples”となりますよね。 
 つまり、コンテクストの中で he とか she というのを使い分けられるように教えてくださいというのが基
本の考えなので、抽象的な規則として教えるのではありません。これがまず１つ大事な点です。 




 小学校においての動名詞は、こういう文脈の中で覚えればいいんで“I like playing tennis, What do you 




































のが考えられている。文科省の調べによると、現在 10 分から 15 分未満のモジュールを週３回やっている
というのが一番割合としては多いみたいだということですね。 
















































































とですね。そこに他の子たちが行って、“Do you have 〇〇？”と聞くんです。英語は簡単です。 







It's an elephant”と言って、一生懸命単語を覚えていく。 
 それをやっていくと、粘土で動物を作りながら英語の単語をどんどん“What's this?”、“It's〇〇”、全
部覚えていく訳です。図画工作と合わせることも単純なんです。そんなに難しい英語を使う訳でも何でも
ない。そういうような教科横断型の授業をやって欲しいわけです。 
 ということで、ちょっとオーバーしましたが、終わりたいと思います。どうもありがとうございました。 
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